
豚
熱
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
に
つ
い
て


本
件
に
つ
い
て
、
問
題
点
を
よ
り
詳
細
に
把
握
し
、
適
切
な
問
題
解
決
を
図
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。


ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
2
4
都
府
県
の
う
ち
1
4
団
体
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務
を
行
う
家
畜
防
疫
員
を
確
保
で
き
て
い
る
と
回
答
。


確
保
で
き
て
い
な
い
と
回
答
し
た
1
0
団
体
の
う
ち
３
団
体
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
職
）
を
活
用
し
て
い
な
い
。


ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務
を
家
畜
防
疫
員
に
限
定
し
て
い
る
現
行
制
度
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
全
て
の
団
体
に
お
い
て
問
題
が
生
じ
て
い
る
と
は
言
え

な
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
概
要

家
畜
防
疫
員
の
確
保

状
況

団
体
数

（
計
2
4
団
体
）

家
畜
防
疫
員
の
内
訳

団
体
数

（
計
2
4
団
体
）

確
保
で
き
て
い
る

１
４

都
府
県
職
員

６

都
府
県
職
員

＋ 会
計
年
度
任
用
職
員
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
職
）

８

確
保
で
き
て
い
な
い

１
０

都
府
県
職
員

３

都
府
県
職
員

＋ 会
計
年
度
任
用
職
員
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
職
）

７

9

重点番号28：家畜伝染病に係るワクチン接種の民間獣医師による実施を可能とする見直し（農林水産省）



豚
熱
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て


ワ
ク
チ
ン
の
用
法
・
用
量
で
は
１
～
２
か
月
齢
で
の
接
種
を
推
奨
し
て
い
る
が
、
８
月
3
1
日
の
牛
豚
等
疾
病
小
委
員
会
に
お
い
て
は
、
新
た
に
、

子
豚
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
日
齢
5
0
日
～
6
0
日
に
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
と
さ
れ
た


こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
1
0
日
に
一
度
程
度
農
場
に
赴
き
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
う
体
制
を
新
た
に
整
備
す
る
必
要

情
勢
の
変
化
・
背
景


ワ
ク
チ
ン
接
種
は
家
畜
防
疫
員
に
限
定


ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た
め
の
家
畜
防
疫
員
に
よ
る
農
場
巡
回
の
頻
度
は
、
母
豚
が
多
く
出
産
頻
度
の
高
い
大
規
模
農
家
に
つ
い
て
は
１
週
間
に
一
度

程
度
の
巡
回
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
多
く
の
小
規
模
農
家
に
つ
い
て
は
２
週
間
～
１
ヶ
月
に
一
度
程
度
の
巡
回
頻
度
と
な
っ
て
お

り
、
小
規
模
農
家
へ
の
対
応
が
で
き
て
い
な
い
状
況
と
思
料


民
間
獣
医
師
を
家
畜
防
疫
員
に
任
命
す
る
た
め
に
は
、
県
職
員
へ
の
任
用
が
前
提
と
な
る
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
る
と
次
の
理
由
等
に

よ
り
現
場
で
の
県
職
員
へ
の
任
用
が
進
ま
な
い
状
況

①
所
属
団
体
に
よ
る
兼
業
禁
止

②
任
用
さ
れ
る
個
人
に
つ
い
て
、
勤
務
先
へ
の
休
暇
申
請
、
政
治
的
行
為
の
禁
止
へ
の
拒
否
感
、
確
定
申
告
の
煩
雑
さ
、
安
価
な
報
酬
と
い
っ

た
問
題

③
県
の
任
用
手
続
に
係
る
負
担

現
行
制
度
と
そ
の
問
題
点

10



分
権
提
案
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
重
点
事
項
番
号
0
3
9
）

資
料

令
和
２
年
10
⽉
20
⽇
（
⽕
）

総
務
省
⾃
治
⾏
政
局
公
務
員
部
公
務
員
課

総
務

省

１

11

重点番号39：地方公務員に対する１か月を超え１年以内の期間を対象とする変形労働時間制の適用（総務省）



１
変
形
労
働
時
間
制
に
つ
い
て

２

・
地
方
公
務
員
は
、
労
働
基
準
法
の
規
定
を
原
則
と
し
て
適
用

・
公
務
特
有
の
要
請
、
国
家
公
務
員
と
の
権
衡
の
観
点
か
ら

一
部
を
適
用
除
外

⇒
１
箇
月
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
は
適
用
、
１
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
は
適
用
除
外

・
現
行
の
変
形
労
働
時
間
制
は
、
官
民
と
も
に
労
働
者
の
健
康
保
持
等
の
観
点
か
ら

所
要
の
手
続
き
や
要
件
あ
り

各
制
度

主
な
要

件
等

導
入

勤
務

時
間
の
上
限
等

労
働

日
数
の
限
度
等

そ
の

他

民 間

１
箇

月
単

位
の

変
形
労
働
時
間
制

労
使
協
定
締
結

又
は

就
業
規
則
等
の
定
め

－
週

１
日

又
は

4
週
4
日
の
休
日

勤
務
時
間
特
定
後
は

任
意
に
変
更
不
可

１
年

単
位

の
変
形
労
働
時
間
制

労
使
協
定
締
結

1
日
1
0
時
間
ま
で

1
週
5
2
時
間
ま
で

連
続
勤
務
日
数

6
日
ま
で

勤
務
時
間
特
定
後
は

任
意
に
変
更
不
可

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

労
使

協
定

締
結

対
象
期
間
は
3
箇
月
以
内

１
箇
月
ご
と
の
週
平
均
5
0
時
間
ま
で

週
１
日

又
は

4
週
4
日
の
休
日

－

国 公
公

務
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

法
律

対
象

期
間

は
４
週

間
以

内
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

タ
イ
ム
７
時

～
2
2
時

土
・
日
は
週
休
日

－

地 方 公 務 員

公
務

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

条
例

※
1
箇
月
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制

に
よ
り
、
国
の
制
度
を
踏
ま
え
導
入

対
象

期
間

は
４
週

間
以

内
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

タ
イ
ム
７
時

～
2
2
時

土
・
日
は
週
休
日

勤
務
時
間
特
定
後
は

任
意
に
変
更
不
可

【
教

員
（
Ｒ
３
．
４
．
１
～

）
】

１
年

単
位

の
変
形
労
働
時
間
制

条
例

※
給
特
法
施
行
規
則
に
、
導
入
に
は
、

夏
休
み
等
に
休
日
の
ま
と
め
取
り
す
る

こ
と
、
在
校
等
時
間
が
4
2
時
間
/
月
の

範
囲
内
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
規
定

1
日
1
0
時
間
ま
で

1
週
5
2
時
間
ま
で

連
続
勤
務
日
数

6
日
ま
で

勤
務
時
間
特
定
後
は

任
意
に
変
更
不
可
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２
サ
ン
プ
ル
調
査

○
調
査
対
象
団
体

○
調
査
項
目

１
２
団
体
（
中
核
市
の
う
ち
、
提
案
団
体
と
人
口
や
職
員
数
が
同
程
度
の
規
模
の
市
を
抽
出
）

①
市
民
税
に
関
す
る
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
時
間
外
勤
務
及
び
年
次
有
給
休
暇
取
得
の
状
況

②
時
間
外
勤
務
縮
減
・
業
務
効
率
化
の
取
組

③
繁
忙
期
・
閑
散
期
に
お
け
る
業
務
管
理
、
業
務
体
制
等
に
係
る
意
見

④
変
形
労
働
時
間
制
に
関
す
る
意
見

３
サ
ン
プ
ル
調
査
結
果

概
要

(Ⅰ
)
市

民
税

に
関

す
る
業

務
に
従

事
す
る
職

員
の

時
間

外
勤

務
及

び
年

次
有

給
休

暇
取

得
の

状
況

令
和

元
年

度
４
⽉

5⽉
６
⽉

７
⽉

8⽉
9⽉

10
⽉

11
⽉

12
⽉

１
⽉

２
⽉

3⽉
時
間
外
勤
務

(ｈ
)

51
.6

31
.8
 

16
.8

12
.6

5.
5

7.
0

14
.4

10
.2

7.
7

15
.7

37
.1

42
.3

年
休

取
得

(日
）

1.
0

0.
8

1.
0

0.
7

0.
9

1.
3

1.
5

1.
8

1.
8

1.
0

0.
8

0.
9

(Ⅱ
)
時

間
外

勤
務

縮
減

・
業

務
効

率
化

の
取

組
（
税

部
門

（
繁

忙
期

）
に
お
け
る
取

組
）

・
業
務
予
定
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
見
え
る
化
（
８
団
体
）
・
IC
T
の
活
用
等
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
（
５
団
体
）

・
応
援
職
員
の
派
遣
（
部
内
1
1
団
体
、
部
外
７
団
体
）

・
時
間
外
勤
務
の
事
前
命
令
の
徹
底
（
４
団
体
）

・
定
時
退
庁
日
、
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
設
定
（
６
団
体
）

な
ど

３

13



(Ⅲ
)
繁

忙
期

・
閑

散
期

を
通

じ
た
業

務
管

理
、
時

間
外

勤
務

の
縮

減
等

の
主

な
課

題
に
つ
い
て

・
人
事
部
門
な
ど
、
応
援
が
な
じ
ま
な
い
部
署
へ
の
対
応
に
苦
慮
。

・
職
員
の
応
援
体
制
の
構
築
の
み
で
は
、
即
戦
力
の
確
保
が
困
難
。

・
繁
忙
期
は
週
休
日
に
勤
務
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
そ
の
分
の
振
替
を
行
え
な
い
こ
と
も
あ
り
、

職
員
の
健
康
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

・
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
維
持
す
る
観
点
か
ら
、
閑
散
期
で
あ
っ
て
も
業
務
時
間
の
短
縮
や

業
務
体
制
の
縮
小
は
難
し
い
。

・
全
庁
的
な
業
務
の
繁
閑
を
把
握
し
、
繁
閑
に
応
じ
た
職
員
の
応
援
体
制
を
構
築
す
る
な
ど
、

全
庁
的
に
職
員
間
の
業
務
の
平
準
化
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

※
１
団
体
で
複
数
意
⾒
あ
り

４

３
サ
ン
プ
ル
調
査
結
果

概
要

・
業
務
量
や
業
務
の
実
施
時
期
を
自
ら
決
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
業
務
が
多
い
。

・
担
当
業
務
が
多
忙
な
時
期
が
重
な
り
、
課
内
業
務
の
調
整
で
は
対
応
が
困
難
。

・
限
ら
れ
た
定
員
の
中
で
、
臨
時
的
任
用
や
会
計
年
度
任
用
職
員
の
採
用
も
検
討
さ
れ
る
が
、

人
材
確
保
に
苦
慮
。

○
庁
内
体
制

○
部
署
の
特
性

○
職
員
の
健
康

○
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
質

14



(Ⅳ
)
１
年

単
位

の
変

形
労

働
時

間
制

に
関

す
る
主

な
意

見

・
課
税
業
務
、
予
算
編
成
業
務
、
学
校
事
務
業
務
な
ど
繁
閑
が
明
確
な
部
門
に
つ
い
て

適
用
す
る
こ
と
が
考
え
得
る
の
で
は
な
い
か
。
（
７
団
体
）

・
開
庁
時
間
の
短
縮
、
人
員
体
制
の
縮
小
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
お
い
て

懸
念
が
あ
る
。
（
５
団
体
）

・
業
種
や
部
門
等
を
問
わ
ず
、
通
年
、
開
庁
時
間
に
お
け
る
窓
口
対
応
の
必
要
が
あ
り
、

適
用
で
き
る
業
種
や
部
門
の
想
定
は
困
難
。
（
３
団
体
）

・
業
務
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
部
署
な
ど
、
事
前
の
長
期
の
割
振
り
は

可
能
で
あ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
（
２
団
体
）

・
災
害
等
の
非
常
時
な
ど
突
発
的
な
対
応
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
担
保
を
踏
ま
え
る
と
、

事
前
に
長
期
の
勤
務
時
間
の
割
振
り
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
。
（
３
団
体
）

○
肯

定
的

な
意

見

○
否

定
的

な
意

見

※
１
団
体
で
複
数
意
⾒
あ
り

５

３
サ
ン
プ
ル
調
査
結
果

概
要

15



①
労

働
者

保
護

の
観

点
か

ら
、
職

員
の
時
間
外
勤
務
が
固
定
化
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
な
制
度
枠
組
み
及
び
運
用
を
担
保

す
る
こ
と

②
１
箇
月
を
超
え
る
期
間
に
お
い
て
、
業
務
の
繁
閑
を
的
確
に
予
見
し
て

勤
務
時
間
の
割
振
り
を
設
定
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
招
か
な
い

公
務

運
営

を
確

保
す
る
こ
と

６

４
地
方
公
務
員
に
お
け
る
１
箇
月
超
の
変
形
労
働
の
論
点

○
官
民
に
共
通
す
る
労
働
法
制
上
の
視
点
、
自
治
体
業
務
の
効
率
化
の
視
点
、

サ
ン
プ
ル
自
治
体
の
意
見
な
ど
も
踏
ま
え
る
と
、
以
下
の
論
点
に
つ
い
て
、

議
論
、
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

③
業
務
の
シ
フ
ト
に
伴
い
業
務
体
制
が
縮
小
す
る
局
面
に
つ
い
て
、

議
会
、
住
民
の
理
解
を
得
る
こ
と

16



○
都
道
府
県
等
の
事
務
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
、

①
申
請
、
変
更
、
更
新
、
廃
止
届
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
保
険
医
療
機
関
の
記
載
内
容
に
、
生
活
保
護
の
指
定
医
療
機
関
に
つ
い
て
も
統
一
、

②
保
険
医
療
機
関
と
し
て
の
申
請
等
を
届
け
出
る
際
に
、
届
出
と
と
も
に
、
生
活
保
護
の
指
定
医
療
機
関
の
申
請
に
別
途
必
要
な
情
報
（
※
）
を
あ
わ
せ
て
地

方
厚

生
局

へ
届

け
出

る
こ
と
と
し
、

③
当
該
情
報
を
あ
わ
せ
て
届
け
出
た
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
地
方
厚
生
局
か
ら
都
道
府
県
等
に
対
し
、
申
請
等
の
届
出
を
提
供
す
る
仕
組
み
と
す
る
こ
と

と
し
た
い
。

（
※
）
誓
約
書
等

分
権

提
案

を
ふ

ま
え
た
、
今

後
の
生
活
保
護
の
指
定
医
療
機
関
の
届
出
の
情
報
共
有
の
仕
組
み
案

仕
組

み
案

概
要

地
方
厚
生
局

医
療
機
関

都
道

府
県

等

保
険

医
療

機
関

と
し
て
の

届
出

・
生

活
保

護
の

指
定

医
療

機
関

と
し
て
の
届

出
に
必
要

な
情
報
を
併
せ
て
届
け
出
る

生
活

保
護

の
指

定
医

療
機

関
の

届
出

の
情

報
を
提

供

見
直

し
案

現
行

地
方

厚
生

局

医
療

機
関

都
道
府
県
等

保
険

医
療

機
関

と
し
て

の
届

出
生

活
保
護
の
指
定
医
療

機
関

と
し
て
の
届
出

調
整
中

○
保

険
医

療
機

関
の

変
更

届
に
つ
い
て
、
令

和
４
年

１
月

か
ら
の

電
子

申
請

開
始

が
予

定
さ
れ

て
お
り
、
生

活
保

護
の

指
定

医
療

機
関

の
変

更
届

に
つ
い
て

も
併

せ
て
電

子
申

請
を
行

う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
調

整
中

。
（
予

算
措

置
が

必
要

と
な
る
可

能
性

あ
り
）

○
地
方
厚
生
局
の
各
事
務
所
に
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
聞
き
取
り
を
行
い
、
事
務
上
の
支
障
が
な
い
か
を
確
認
。

○
届
出
先
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
の
旨
を
、
自
治
体
や
医
療
機
関
へ
周
知
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
期
間
の
確
保
が
必
要
。

→
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
今
年
度
中
に
措
置
の
方
法
や
工
程
を
検
討
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
対
応
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

今
後

の
課

題
等

提
案

概
要

○
令

和
２
年

度
の

地
方

分
権

提
案

に
お
い
て
、
生

活
保

護
の

指
定

医
療

機
関

の
告

示
対

象
以

外
の

指
定

の
変

更
届

に
つ
い
て
、
事

務
負

担
が

生
じ
て
お
り
、

そ
の
省
略
を
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
。
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重点番号32：生活保護法に基づく指定医療機関の変更届出の一部省略（厚生労働省）
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